





















す。全学における利用者数は、学生が2，5 9 6名、教職員が 1，3 9 6名、教育利用が 1，9 6 9 
名にまで達しており、今後ますます拡大していくものと思われます。来る 21世紀の情報化社会にお
いては、一人一人の人が、情報リテラシィ技術を自由自在に利用できるようになっておくことが重要
です。大前研一氏は、このことを、世界の情報を覗くための眼鏡を体の一部にしておくことが重要で
あると言っています。長崎大学の全ての学生および教職員が、情報リテラシィ技術を自由自在に利用
でき、世界の情報を覗くだけでなく、自ら情報発信を行い、そして世界の中の長崎大学となることを
期待しております。このため、総合情報処理センターではできる限りのお手伝いをする所存であり
ます。
しかしながら、総合情報処理センターで、は今端末室の維持確保で、問題を抱えております。これま
で、一般情報処理演習を行うための端末室として、全学教育棟の 207.208室を使わせて頂いて
おりました。さらに、全学教育の目玉のーっとして取り上げられている一般情報処理教育の充実のた
めに、総合情報処理センターの増築がなされるまでの仮住まいとして、地域共同研究センターの一室
を端末室として借用しております。しかし、これらの端末室も、環境科学部および工学部の改組のた
め明け渡しを要求されております。
上述したように、全学の学生および教職員が情報リテラシィ技術を身につけるための設備を提供す
るためには、これらの端末室に代わるスペースは是非とも必要なものです。ネットワークや端末の異
常時の迅速な対応のためにも、現在の総合情報処理センターの近くでの増築を切に希望する次第で
す。全学のご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。
